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　　　　　　　Peinture（絵画）
五島でのペインティング＝絵画の出来事
井　　川　　怪　　亮
　東京なら，子どもたちを美術館に連れて行き，難しい絵でも，やさしい作品でも，それ
らを前にして美術を語ることが出来る。スランスの美術館では，教科書に出てくるアンリ・
ルッソの大作を前に，幼稚園児と一緒になってその絵の中の太陽の位置がどこにある？と，
子どもたちに各々いわせて，実際に本当にそうなのか，その先生が助手を使って紐で測量
させている光景に出会った。人間が人間として生きる権利の差を！？私もそこで生まれてた
ならと思うほど羨しかった。
　子どもの頃，それこそ最初のイメージとして想像していた絵の世界に対する夢のような
ことを。それは，絵を描いて何になる？とか，絵描きは貧乏人になるだけとか，よくいわ
れていたため，子ども心に医学のように人類に貢献出来るような絵を考えようと，自分に
いい聞かせていたようだ。ところが，専門的な絵画の世界に入っていくと，子ども心の気
持ちなど消失し，いろんな技法や更に芸術観が優先され，知識によって自分の絵画観を修
正し，作画して行く方法がとられた。私は世間からいわれる現代美術のジャンルに分けら
れていて，より高度な技術論，絵画理論を語り合う時，作家たちの発言はどれも評論家が
語るのと似ていて，自己個有の意見に出会わず，次第に私は私のなかで，．そういった理屈
めいたものをとっぱらう作業が始まった。とはいっても，とっぱらうほどの知識量がない
だけに，このわずかがなかなか抜け出せなかった。
　ところが，長崎に来てからというものは，そんな思いが吹き抜け，子ども心の夢が少し
でも蘇るところだ。いい美術館がないとか，絵画論をディスカッションする場がないとか
いうのがその理由でない。それは，子どもたちと一緒になって，絵画的な体験が実現した
ことによってである。それも長崎では離島といわれる日本最西端の五島列島の一つの島で
実現出来たことは，貴重なものといわねぼならない。
　その1つは，五島コンカナ王国の春休みのフェスティヴァルが開催され（註1），そこ
で，ピック・アートを子どもたちと一緒になってやろうというプランが出された（註2）。
1m×1mの正方形のダンボール1，000枚を予め，私の絵画ゼミ生の協力を得て，1週間ぐ
らいで，赤，青，黄，そしてその中間色，紫，緑，榿の計6色を着潔した。何故，正方形
なのかは，私が絵画制作をし，平面に描くとそれらは制度的にいつも天と地が決められて
いたので，そこで正方形という形にこだわってみた。その形そのものを正方形と認めるこ
と，すると，天地も左右もなく，どのようにころがせても正方形である。そして，その中
に色としてイメージを盛り込めるのでなく，ただ色を塗るだけである。この着彩された正
方形はどんなに並べても正方形として組み合わされる。今回はこれを応用させたものであ
る。そして次の五島三井楽海岸1，000m壁画制作へのつながりをもたせていた。つまり，正
方形を横一列に並べると1，000mとなるからだ。
　何しろ人を集めて一緒になってやる試みは初めてである。どんな子どもたちが，果して
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何人集まってくるか見通しが少しもない。私はまず，そのプランを絵画ゼミ生だちと実現
するだけでも一応の成果とみていたが，子どもたちが風のように300人ほど集まり，思わぬ
風に吹かれながら，子どもたちがダンボールの上を走ったり，頭上にそれをのせたりして，
こうした絵画の出来事を楽しんだ（註3）。
　その2として，それこそ文字通り，ピック・アートだ。これはみいらく夢倶楽部主催の
三井楽海岸壁画制作である（註4）。これについては既に絵とおしゃべり（註5）。新聞（註
6）にコメントしたが，一応簡単なメモをしてみよう。
　1，000mもある防波堤を1日で，皆で描こうというものであった。私の絵画経験から1日
で描き上げることは無理な話だと思った。それに一体，どれだけ絵に関心を持った人たち
がいるだろうか。そんな心配をよそに，企画案はどんどん進展していった。たった1日で，
しかも野外で行う壁画制作は条件として，晴れること。そして，予期もしない集まって来
る人たちに，予行演習もなく，いかにして各々参加者を誘導し，初めてペイントに触れる
人たちにもどのようにペイントさせるかである。天候の方は雨のため一日順延となった。
それによって集まって来る人たちも減少するだろう。ところが，当日，午前中，どっと，
1，500～2，000人物舞い込んだと報道関係からの中間報告があった。絵の具がもう午前中で
切れてしまうかもしれないとか，1，000mを5つのブロックに分けたが，あるブロックに人
が殺倒して既に壁面が埋ってきたとか，等々と本部に連絡あり。私は無線で各ブロックに
指示を与えた。こうした絵画作業は調和と秩序であると思っていたが，今回の絵画作業は
統一と秩序ということがふさわしかった。そんな中で，お年寄りも，ちびっこも，一緒に
なってこの世界最長の記録となるであろう壁画作りに参加し，わいわいおしゃべりしなが
ら，自分たちのペイントした，この痕跡（絵画の出来事）を大切にしていくことだろう（註
7）。
　以上これらの2つの絵画の出来事を通して，へき地などといわれるところで，子どもた
ちがペインティングされたものと遊び，また，ペインティングすることそのものを一緒に
なって楽しみながら実現したことは，彼らにとっても大きな自信を得たことだろう。（そう
いえば，三井楽はかって，遣唐船が寄泊した港があり，大陸との文化交流の役割りをして
いた地と思えば，あらたなる感動が沸き起ってくる。）
（註1）昭和63午3月27日　主催コンカナ王国
（註2）プランナー，メモリード吉田氏
（註3）写真カラー図版　カラーメッセージ参照
（註4）　昭和63年5月5日
（註5）絵とおしゃべり　第125　6月号’88みいらく＝全長1，000メートル壁画拙文参照
（註6）長崎新聞　6月17日　’88　まちの美化と美術　拙文参照
（註7）写真モノクローム図版　みいらく海岸壁画参照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和63年10月31日受理）
